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足元の豪ドル安は投資機会を創出。日本人投資家は豪ドルの値動きに敏感。 

足元の豪ドルは魅力的？ 

• 下図は、豪ドル円為替レートと対外証券投資額の推移を比較したものです。対外証券投資額のデータは、
日本から豪州への投資額を表しており、2008年の金融危機時を除いて「豪ドルと逆相関」の動きを示して
いることが分かります。 

• 多くの日本人投資家はより高い利回りを追求する傾向があり、先進国で相対的に高い利回りを有する豪
ドル資産(株式・債券・ハイブリッド証券等)には注目が集まりやすいとされます。そのため、為替レートが
調整するタイミングでは、本邦投資家による豪ドル資産の購入が増加すると考えられます。 

• なお、直近2年間に焦点を当てると、豪ドル円為替レートは90~100円のレンジで推移しています。90円に
近づくほど日本人投資家の豪ドル資産買いは増加し、100円近辺に達すると顕著に売りに転じています。
足元、豪ドルは91-92円前後で推移しており、日本人にとって豪資産を購入する機会が創出されていると
言えます(8月5日時点)。 

豪ドル円為替レートと対外証券投資額(日本から豪州への投資額)の推移 

豪ドル円為替レート(右軸) 

(証券投資額：億円) (豪ドル：円) 

対外証券投資額(左軸) 

(年/月) 

                                                                                

                                        

                                                            
                                        

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

: 豪ドルが下落すると 

  豪資産の購入が見られる。 

: 豪ドルが上昇すると 

  豪資産の売却が見られる。 
直近2年間、豪ドルは90~100円のレンジで推移。 

90円台前半に下落すると 豪資産の購入が見られる。 

出所：ブルームバーグ(財務省) 期間：2005年1月末～2015年7月末(対外証券投資額は2015年5月末まで) 

上記は経済や市場等の過去のデータであり、将来の動向を示唆あるいは保証するものではありません。 
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